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みんなでつくり上げた運動会！！  

旭小学校長  藤井 政勝  

 前日からの雨が早朝まで続き、開催が危ぶまれた運動会でしたが、職員・地域の皆さん

の懸命なグランド整備によって、15 分遅れではありましたが、無事に開会を迎えることが

できました。正直、６時前に出勤するときには、まだ小雨がぱらついている状態で、運動

会を延期にするつもりでした。しかし、学校に着いて運動場を見ると、夜明け前より出勤

してきた職員が一生懸命にスポンジや雑巾で運動場の水取りをしていました。この姿を見

て、延期を考えていた自分が恥ずかしくなり、何とか開催できないかと思い直しました。

インターネットで雨雲の位置を探り、これ以上雨が降らないことを確認して、児童には、

開催、延期の両方の用意をさせ、保護者の方々に運動場の整備のお手伝いをメールで依頼

しました。本当に多くの方々に協力していただき、感謝申し上げます。1 時間遅れを想定

していましたが、予定より早く開催することができました。運動場の周りには、水たまり

も多く、保護者の方には、ご迷惑をおかけしましたが、運動会自体には、支障なく行うこ

とができました。  

 今年度は、天候不順で運動場での練習がなかなかできずに、ヤキモキしましたが、子ど

もたちは短い練習時間にもかかわらず、とても頑張りました。それぞれの学年に応じた工

夫がなされ、なかなか見応えのある運動会であったと思います。「一生懸命に取り組む姿

は、見る人に感動を与える。」という話を児童にしましたが、まさにその通りであったよ

うに感じます。中でも、自分たちが出場していないときに、赤白それぞれの組を応援する

様子には素晴らしいものがありました。また、それをまとめる応援団長の迫力のある掛け

声に感銘を受けました。前日の準備に始まり、当日の役割、1 年生の世話、後片付けと６

年生は大活躍をしてくれました。このことは、よき伝統として次に受け継がれていくこと

と思います。そして、全ての児童が今回の運動会を通して、練習の苦しさ、みんなで一つ

のことをつくり上げていく大変さを経験し、完成させていく喜びや感動を味わうことで一

回りも二回りも成長することができたと考えます。ぜひ今後の学校生活に生かしていって

欲しいと思います。また、１学期から練習を重ねてきた金管部の演奏は、観客を魅了する

素晴らしい演奏でした。指導に当たってくださった顧問の先生、外部講師、ボランティア

の保護者の皆様、ありがとうございました。  

 最後になりましたが、保護者、地域の皆様のお支えによって無事に運動会が開催できま

したことに心より感謝申し上げます。ありがとうございました。  

【運動会の一コマより】  

   
【３・４年生競遊】     【３年生徒競走】    【３・４年生音遊】  



    

【紅白対抗リレー】   【５・６年生組み立て】【１・２年玉入れ】【優勝白組】

   

【５・６年生騎馬戦】  【全校競技大玉送り】    【応援合戦・白組】  

   

【金管部の演奏】      【全校競技大玉送り】   【１・２年生音遊】  

 

 “２学期の行事でのねらいは？”  

２学期は運動会や社会見学などの行事や学習が各学年ともあります。これらの活動には､

知識・理解以外にもいくつかのねらいがあります。その一つが自分と他との“かかわり”

の大切さに気づくことです。人は多くの人とつながり、支え・支えられています。今の子

どもたちの多くは、友達とのつながり方・人間関係づくりが苦手です。その原因には、自

分中心の一面的な思考しかできなかったり、自分の思いを言葉で伝えることができなかっ

たりすることも、その一つだと思います。しかし、これは経験を積み重ねることにより表

現力がつき、客観的にものごとを観ることができるようになります。ただ、人間関係づく

りが苦手な子の割合は以前よりも高くなり、一人一人の個性の幅は大きくなっています。

学校は小さな社会です。いろいろな子がいます。そういう中で、みんなで協力してよりよ

く生活していくためにはどうしたらよいのかを考え、自分の生活は、周囲のいろいろな人

たちに支えられてきたこと・支えられていることを学ぶのです。このことは、今の子ども

たちにとって大切な学習です。そういった認識の上に、自分の夢や目標に向かって努力し

ていける子どもたちになって欲しいと思います。  

一人でも多くの子が、人とのつながりに気づき、自分だけがではなく、旭小のみんなが

よりよく生活していけるように考え、将来、自立し、社会を支えてくれる人に育っていく

ことを願っています。  

※ 学校、学年行事については、学年だより・ホームページでご確認ください。 


